


タイトルは中央揃えMSゴシック14ポイント
—サブタイトルは改行MSゴシック（英数はArial）12ポイント—




1 はじめに
　投稿原稿に執筆者名は記入しないでください。採用決定後、審査意見を踏まえた修正稿を提出する際、改めて執筆者情報を入れていただきます。
　原稿にページ番号はつけないでください。本文の後に見出し等（例「2 書式」）のついたパラグラフを続ける場合、以下のように空行を1行入れる。

2 書式
2.1 書式（style）について
　原稿は、このテンプレートに上書きする方法で作成してください。マージン、行あけ、フォント、イタリック等の文字修飾もこのテンプレートに従います。
　見出しのフォントサイズは10ポイントとし、見出し番号は半角Arial、見出しの日本語表記はMSゴシック、欧文表記はArialとします。見出し番号と見出しの間には、半角スペースを置いてください。
　本文のフォントサイズは10ポイント。和文はMS明朝、中国語・韓国語などの言語はMS明朝に準じたフォントを選んでください。欧文はTimes New Romanを使用します。数字はTimes New Romanの半角で記してください。
　日本語での句読点は「、」と「。」としてください。

2.1.1 図表について
　図表と本文の間は1行空けます。図表内の文字・数値は容易に判読できるサイズとしてください。図表の添付に際しては、ページのマージンからはみ出さないよう御留意ください。
　図1、図2・・・、表1、表2・・・のように通し番号を付すとともに、各図表にタイトル（キャプション）をつけてください。キャプションについては、数字（半角）および欧文はArial、和文はMSゴシック、その他の言語はMSゴシックに準じたフォントとします。
　図表のキャプションは、当該図表のすぐ上にセンタリングして示します。

図1 サンプル10ポイント[image: 03]

表1 サンプル10ポイント
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3 引用
　引用の書式は、原則APAスタイルに基づきます（Publication Manual of the American Psychological Association参照）。引用の典拠等を示す括弧については、和文の文脈では全角（ ）、欧文の文脈では半角括弧 ( ) を使います。「田中（2003）によると…」「Swain (2000) が述べるように…」など。欧文半角括弧の前後にはスペースを入れてください。

謝辞
　謝辞を記す場合、投稿時には個人を特定できる文言は入れないようご注意ください。

注
1. 注のフォントサイズは9ポイントです。
2. Wordの注釈機能を使用せず、手入力で作成してください。
3. 本文中の注番号は1)、2). . . のように、半角数字（Times New Roman）のあとに同フォントの片括弧をつけ、上付き文字としてください。
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ICNALE Class 70 250.96 60.10 254.5 101 382 17.41 15.13 116.46
GRE Pre 70 12791 34.73 119.5 44 234 8.90 15.07 74.39
GRE Post 70 168.04 45.17 167.5 71 279 9.04 19.33 89.37
GRE Rev 70 241.17 73.08 225.5 110 555 12.69 19.65 115.54
ICNALEJ 400 225.82 23.76 220 176 312 16.75 14.04 106.38
ICNALENS 1 100 226.23 22.08 219.5 200 302 8.67 27.97 120.32
ICNALE NS 2 100 22498 2246 218 194 304 8.94 26.19 128.47
NICEJ 210 336.13 124.16 320 103 898 29.00 11.92 142.14
NICE NS 342 590.33 143.79 549.5 386 1540 34.83 17.99 271.74





